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トルコからの便り(その2)

断層⑧地滑りそしてベントナイト

五.はしがき

トノレコからの便り(その1)を書いてからもう2年

近く経ってしまいました.その間何度か続編を書き

かげたのですがいろんた事情で中断せざるを得なく

たり,編集担当の方に申し訳ないことをしてしまい

ました.この1年半の問に起こった最大の事件は

何といっても湾岸戦争でしょう.この戦争はトルコ

にも様カな影響をもたらしました.石油の禁輸に始

まる物価騰貴はもとよりですが,イラクから大量の

クノレド難民の流入と,それが落ち着いたと思ったら

クルド独立戦線によるテロの横行,経済困難の状況

下で5年振りの総選挙での政権党の敗北だと,揺

れ動く中東の情勢が色濃く反映しているように思わ

れます.前置きが長くなりましたがすぐに旧聞にな

ってしまう近況報告はこの位にして本論に入ること

にします1

さてトルコからの便り(その2)として最初から考

えていたのが表記のテｰマです.地質家にとっては

全く当たり前の関連の深い事柄ですが,目の前でそ

の現象をまざまざと見るのは矢張り印象深いものが

ありました.私が表題のフィｰルドにあたるトカト

県のレシャディエに行ったのは,1989年の10月と

1990年の7月の2回です.ですから記事の内容の

一部で時間的に前後することも出て来ますので,予

めお断わりしておきます.以下はトルコでも地震の

巣と言われる北アナトリア断層沿いに見られるベン

トナイト鉱床の御紹介です.たおベントナイトは大

変用途の広い粘土でトノレコ各地で採掘されていま

す.しかしトルコのベントナイトのことは日本では

殆ど知られていません.これはベントナイト鉱業の

歴史が浅いためですが,現在年間約10万㌧のベン

トナイトが採掘されており,そのかたりの部分が輸
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出されています.ちなみに日本gベントナイト消費

量は約60万㌧ですから,産業特に鉄鋼業の規模か

ら考えるとトルコの生産量は相当のものと言えるで

しょう.それでこの機会にトノレコ全体のベントナイ

ト鉱床についても簡単に御紹介してみたいと思いま

す.

2｡レシャデイエヘの道

毎年10月ともなるとフィｰルドシｰズンも終わ

りに近く,MTA(鉱物資源調査総局)ではキャンプ

から帰って来た地質家さん連の姿がちらほら見られ

る様になる.この頃翌年度の調査計画が作られるの

で,工業原料担当調整官(副部長)のアリ君から相談

があり,調査候補地の一つであるトカト県レシャデ

ィエのベントナイトとシヴァス県のセレスタイト

(ストロンチュｰム鉱)の予察をすることになった.

今回はアリ君と,前にケチボルルにも一緒に行った

ヌスレット君の二人が同行してくれることになっ

た.レシャデイェはアンカラの東約400kmの道程

である.私にとっては大都分が始めて通る道であ

り,途中の風物もそれぞれに興味深いものがあった
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(第1図).

トルコの道路網は首都アンカラを中心によく整備

されており,主要道路はアンカラから30～150km

辺りまでは中央分離帯のある4車線道路となって

いる.アンカラから東へ行く道は途中で二つに分か

れ,右の道はシヴァス,エルジンジャン,エルズル

ムなどアタチュルクの独立戦争の拠点とたった諸都

市を経てイラン国境へ,そして左の道は黒海沿岸の

要港サムスソヘと通じている.私達の車は左のサム

スン道へ進む.この辺りはチョルム県に属し,小麦

の他ビｰト(砂糖大根),ひまわり油などの産地とし

て知られている.紀元前18～8世紀にかけてアナト

リア半島を支配していたヒッタイト族の本拠地があ

ったのもこの付近で,その代表的な遺跡をサムスン

道から20km程南に外れたボアスカレで見ること

が出来る.石灰岩台地の起伏を巧みに利用して岩を

刻んだ城壁と見張り台を周囲に巡らせた大遺跡で,

古代の大都市をありありと髪髭させる.付近には戦

いに出掛ける戦士や神神の像を岩に刻んだ祭壇の跡

も見られる.

同行したヌスレット君はたかだか博識でしかも大

変親切である.道六地質の事からボアスカレの事,

更にそれぞれの土地の名産に至るまで次々と説明し

てくれる.ただ大変生真面目な性格なので表現がや

やオｰバｰで,それがまた一つの愛矯になってい

る一チョルムの街に近付くとヌスレット君が得六と

話し出した.｢ドクトル藤井,レブレピを知ってい

るか.チョルムはトルコでも一番美味いレブレビが

採れる所だ｣｢レブレピって何だ｣と聞くと日本の

塩豆粒の大きさの豆のことだった.トルコはナッツ

類が美味しい所で,その豆たらピｰルのつまみで時

々食べたことがある.チョルムは人口10万種であ

るが,トノレコには珍しく街路もよく整備された美し

い街である.街に入ると成る程大通りにはレブレピ

の専門店が軒並みに並んでいる.ただ煎っただけの

ものと思っていたら,塩,唐辛子,砂糖などをまぶ

したいろいろな種類がある.折角のヌスレット君の

推薦なので各種揃えて半キロづつ買いこんだ.

チョルムを出てサムスン道と別れ,東への道を進

む.レブレビを食べながら向日葵畑の統くチョノレム

県の平原を暫く行くと,やがて前方は比高数百m

の険しい石炭岩(ジュラ紀)の山に遮られる.そして

チョルム平原を流れるエシルルマック川(緑川)かご
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の石灰岩の山塊の問を刻んで北へ抜ける峡谷に,紀

元前からの歴史を持つ古都アマシヤがある.ヌスレ

ット君によればアマシアはりんごの産地だそうだ

が,トルコで一番美味いとは言えないらしい.それ

よりも目を奪ったのは,細長い街の背後にそそりた

つ絶壁のあちこちに洞窟となって残るポントス王国

時代(3世紀頃)の王墓の跡であった.その上の山頂

には古代の城も残っており,ここまで足をのばす観

光客も少たくない.

アマシアを過ぎるとエシルルマック川は広い渓谷

に沿って東に流れを変え,間もなく東から流れて来

たケルキヅト川と合流して北の黒海へ向きを転じ

る.北アナトリア断層はこのケルキット川とエシル

ルマック川の流れる渓谷と平行して走っている1以

前ITITプロジェクトとして地質調査所とMTAの

協力で実施Lた｢地震断層,活断層及び地震予知に

関する研究｣(1982～84年)は,この付近から東方

エルジンジャソヘかけて延びる北アナトリア断層地

域を対象として行われた.大規模な断層･地滑り地

帯であるだけに所々に異常な起伏を伴う小丘が見ら

れ,その多くの大小の角礫と砂,粘土からなる地滑

り地塊である.時期的に悪かったためと思われる

が,ケルキット川に沿う渓谷は一目中霧がうっすら

とたなびき,その雄大な景観を写真でお見せ出来な

いのが残念である1

レシャディエの手前40km程のニクサルに近く

たるとまたヌスレット君の紹介が始まった.｢ドク

トル藤井,ニクサルはトルコで一番良い水が出る所

だ｣.最近はトルコでもエピアソ水に似た天然水が

売り出されており,その一つの銘柄がニクサルはト

ルコであることは私も知っている.丁度ニクサルの

付近には石灰岩が分布しており,これから豊富な湧.

水がもたらされているようである.｢それじゃトカ

トにはトルコで一番と言えるものが何かあるか｣と

調子を合わせると｢ペキメズだ｣と言う.聞いて見

るとベキメズというのは葡萄を煮詰めて作ったジャ

ムのようたもので,これを毎日食べていれば病気な

ど吹っ飛んでしまう程御利益があると言う.結局そ

の晩はトカトに泊まったのでペキメズも買うことに

なったのは勿論である.そして今回訪れる北アナト

リア断層沿いの地域は,ヌスレット君流の言い方を

すれば｢トルコで一番地震と地滑りの多い所｣と言

うことになる.そしてレシャディエではトルコで最�
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も良質のベントナイトが採掘されているという.

3.地震の巣窟,北アナトリア断層

前回の｢トルコからの便り(その1)｣にも述べた

が,トルコの地質構造は北からポントス区,アナト

リア区,タウルス区及び辺境摺曲区の4つに区分

されており,これが東西に伸びながら大きく湾曲し

ているのが特長である.そして北アナトリア断層は

ポントス区とアナトリア区の間の湾曲する境界を切

ってほぼ東西に走っている.右横ずれの水平移動を

示す世界的にも著名な活断層であり,今世紀に入っ

てからだけでもM7以上の巨大地震がこの断層沿

いの地域で何回か発生している.つい3年程前に

もこの断層の延長上に当たるアルメニアで大地震が

起こり,万を越す犠牲者を出したことはまだ記憶に

新しい.トルコでもレシャデイェの東180kmのエ

ルジンジャンで1939年に,ニクサルの西方エルバ

ア付近で1942年に,アンカラ北西のボルで1944年

にM7以上の地震が発生し,それぞれ欠きた被害

をもたらしている(加藤,1984).活断層の詳しい

性状,また研究協力の結果については本誌でも既に

何回か紹介されているし(加藤,1983;その他),

最近もアンカラ北方のゲレデ付近で行われたトレン

チ発掘調査の結果が美しい写真入りで紹介されたの

で(吉岡はカ㍉1991),そちらを御参照頂きたい.

今回調査したレシャディエ付近では活断層は丁度

市街地のすぐ南を走っている(写真1).ベントナイ

ト鉱床が分布するのはレシャディエの北方約5km

のデリジェデレという峡谷を中心とする一帯で,こ

写真1レシャディエの町.北アナトリア断層は右側の

山麓付近を走っている.

の付近にも北アナトリア断層群に属すると思われる

東西性の断層が発達している.

4.ベントナイトの性質と処理工程

ベントナイトはスメクタイト鉱物,特にその中の

モンモリロナイトを主成分とする粘土で,水中で著

しく膨潤する性質があり粘性に富むところから,試

錐用泥水,鋳物砂や鉄鋼石ペレットのバインダｰ,

農薬の増量材など極めて多くの用途に利用されてい

る､またイオン交換能に富むため,これを有機物質

で処理して化学品や化粧品など付加価値の高い製品

も作られている.

レシャディエでは以前からベントナイトの小規模

な採掘が行われていたが,本格的な採掘が始まった

のは1978年であり,これがトルコのベントナイト

鉱業の始まりでもあると一いう.現在SAMASとい

う会社が開発を行っているが,年間出荷量は約

30,OOO㌧でトルコ全体のベントナイト生産量の約

30%に達している.

調査に先立って予備知識を得るためにまず

SAMASの工場を見学させて貰う(写真2).以下は

工場長のアフメット氏から頂いた資料と説明,さら

に工場見学から得た見聞の要約である.

丞.1ベントナイトの処理工程

SAMASのレシャデイエエ場では採掘した原土

を乾燥し,粉砕･分級する処理を行っている.おお

よその処理工程を第2図に示す.

ベントナイト原土はまず山元でおおよその品質別

に採掘され,貯鉱場に隣接する露天の乾燥場に運ば

写真2SAMASベントナイト工場で.右からヌスレッ

ト,アリの両君と工場長のアフメット氏.
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第2図SAMASベントナイト工場粘土処理工程図

写真3ベントナイトの乾燥･混合作業

れる.原土はここで数日間自然乾燥されるが,乾燥

を早めまた品質を均質にする為にブルドｰザｰで絶

え間なく混ぜ合われ(写真3),その上で屋根付きの

貯鉱場にストックされる.

乾燥された原土は一次クラッシャｰで破砕され,

ベルトコンベアｰで給鉱フィｰダｰに運ばれる.フィ

ｰダｰからは一定の割合で原土がタワｰミルに供給

され,100～105℃の熱風下で粉砕･乾燥される.

この時発生する微粉末は別に吸引･分離されるが,

大部分はスピンネノレ分級機とサイクロンを経て微粉

末と粗粒物質に分級される.微粉末は全てファンで

真空フィルタｰに送られて補集され,袋詰め工程に

回される.工場の処理能力は1目120トンであるが,

積雪と低温の為冬季は作業を休止することが多いと

のことである.

4.多ベントナイトの品質

前に述べたように膨潤性ベントナイトの主成分は

モソモリ回ナイトであるが,それも層間にNaイオ

ンを多く持つNaモンモリロナイトである.Naの

他にCa,Mg,K,Hなどを含むことが多い.交換性

イオンとしてCaを多く含む粘土はCaベントナイ

トと言い,膨潤性には乏しいが石油などの精製に使

う活性白土の原料に多く利用される.またCaベン

トナイトを炭酸ソｰダで処理して膨潤性の大きい

Naベントナイトを作る事も行われている.

SAMASのベントナイトは鷺色を示し,粒度も

こまかく膨潤性も大きいとのことでかたり良質のベ

ントナイトと見られた.後でX線粉末回折で調べ

たところ大部分が12Aの鋭い底面反射を示すこと

から,典型的なNaベントナイトであることが明ら

かにたった.たおCaモンモリロナイトを始め一般

のスメクタイトは15Aの反射を示すのが普通であ

る.

ボｰリング用泥水に使用されるベントナイトの品

質規格は,主として｢適度の粘性を有する泥水カミど

れだけ作れるか｣という事によって決められる.こ

の量を``イｰルド"というが,第1表に示すよう

に,API観格では1㌧の粘土から見掛げ粘度15

cP(センチポアズ)の泥水を15.2k1以上作れる事を

最低の品質基準として定めている.ヨｰロッパでは

イギリスの0CMA規格が用いられているが,

第1表

ボｰリング用ベントナイトの品質規格

規格名�API規格�0CMA規格�TSE規格

見掛げ粘度(AV)�>15cp�>15cp�>15cp

イｰルド値�<3×PV��

200mesh筋上残溢�<4.0%�<2.5%�〈2.5%

水分�<10%�<15%�<10%

“イｰルド�15.2k1(t㎝)�gφbh1(･.t･･)�80もb1(s.ton)

(注)API:AmericanPetro1eumInstitute

佃�����慮��慴敲楡���捩慴楯�

TSE:丁廿吐Standard1aエiEnsti抽s廿

1992年9月号�
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第2表S螂ASベントナイトの品質試験デｰタ

製品別�1級�2級�並級

試験項目�処理前製品�処理前製品�処理前製品

見掛け粘度(AV)�26cP31cP�18.5cP19.25cP�14cP15cP

プラスチック粘度(PV)�19cP22cP�14cP14.5cP�11.5cP12.5cP

イｰルド値�1418�8.59.5�55

200mesh筋上残澄�1.95%�1.5%�2.0%

水分�9.85%�8.96%�11.65%

“イｰルド''�94.22bb1�85.79bb1�76.51bb1

�一一一■■''一■一■L'一■■■'一一■■一■■■一一一一■■'一一■�■一一一一一一■一'一一■■一■■'一一一一■一`一■一■■■■一一■一�11一一'■一■一■■''一一■■■'一■一■1■一一一一1一一一一一一'■

'一■■1'一一■■一1一一一1一一一一一■'一一■■■一一■■1■���

用途�ボｰリング用(OCMA)�ボｰリング用(TSE)�鋳型用

(注)SAMAS提供資料による

0CMAの“イｰノレド''は1ショｰトトン(1ショｰト

トンは907,185kg)の粘土から作られる粘度15cPの

泥水の量(但し単位はバレル)で示される.そして最

低基準は``イｰノレド"90bb1と定められている.

この基準はAPI規格に換算すると16.22k1に相当

するので最低基準はOCMAの方が厳しいことにな

る.なおトルコではOCMA規格を準用したTSE

規格を用いている.これは最低基準を80bb1とし

たもので"I換算値は14.4k1にたる.たお第1表

の規格の項目の中にイｰノレド値というのがあるが,

これはレオロジｰで一般に使用されているプラスチ

ック粘度と泥漿の見掛げ粘度の差から計算され,泥

水が流動状態にある時流動を続けるのに必要な勢断

力を示す測定値である(日本粘土学会,1987).

第2表はSAMASから提供されたグレｰド別の

製品の試験結果であるが,この結果によるとSA-

MASの製品は1級品でもAPI換算で17.Ok1程度

であり,これは日本の山形産やアメリカのワイオミ

ング産ベントナイトの良質の物が20～23k1である

(近藤,1981)のに較べるとかなり低い.しかし個

々のサソブノレの試験結果ではAPI換算20k1以上と

いう結果がしぽしほ報告されているので,原土の性

質そのものよりは選別工程に改良の余地があると考

えられる.

なおSAMASのベントナイトは,技術提携を行

っているドイツのS亡DCHEMIKA杜に原土のまま

年間1万㌧輸出されている他,製品としては国内

だけでなくイラク,ナイジェリア,リビア,スイス

などにも出荷されている.製品は95%がボｰリン

グ用で残りが鋳物産業用に利用されているとのこと

である.

5｡ベントナイト鉱床見たまま

このSAMASベントナイトの原土を産出するデ

リジェデレ付近の鉱床の調査は,MTAによって

1973から75年にかけて2回にわたって行われた.

それによると鉱床の母材とたったのは安山岩質凝灰

岩ということで一致しているが,凝灰岩の堆積の時

代は始新世(BirkanandKarta1.1974)とも白亜紀後

期(Ka1yoncuog1ueta1.1975)とも言われ,いずれ

も明確な証拠をあげていたい.ベントナイトの成因

も,前者は単に変質作用とのみ書き後者は地表変質

がなお続いているとしている.ただ両者とも一致し

ているのは,ベントナイト鉱床は断層運動および地

滑りの活動によって著しく変動を受けていることで

ある.事実,報告書に添付された地質図を見ると地

質図学的な解釈だと全く不可能たベントナイトの分

布状態カミ示されている.明らかに地滑りの影響であ

り調査の担当者が大変た苦労をしたことが啄み取れ

る.こうたると現地に入る前にまず地形解析を行

い,地滑りの状況を大まかにでも把握しゼおく必要

があると考えられた.

5.1地形接峯面図からの地質判読

若干余談になるカミトノレコで地質調査をする時にま

ず戸惑うのが地形図の使用規制である.トルコには

1960年代に作られた立派な25,000分の1地形図が

揃っており地質調査に使用するには十分である.し

かし地形図のコピｰは軍事的な理由により厳重に禁

止されており,調査報告書にも地形図の上に表現し

地質ニュｰス457号�
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第3図

レシャデイエｰデリジェデレ付近の地形接峯面図

1断層地形

〆地滑り地形

た地質図を添付する事は不可能である.従って

MTAといえども保有する地形図の数は限られてお

り,調査に出る時にはきちんと借り出し証にサイン

してから持って出ることになる.そのため1枚の

地形図が繰り返し使用され,いろいろな人の手によ

って次々と書き込みがされている有様である.しか

し地形は地質調査の最も重琴た要素であり,地形を

抜いた地質図ではその価値は半減してしまう.そこ

で私が考えたのは接峯面図を利用することであっ

た.最近地質調査に接峯面図を利用することは余り

行われていないが,比較的新しい地質特に新潮の断

層や平坦面,それに火山地形だとの判読には驚く程

有効である.私はこれを報告書の地形概説の説明

と,地形と地質との関連を説明するのにしばしぽ利

用し,地形の入った地質図を添付出来たい不便を補

ったものである.

さて調査の前の晩トカトのホテルでベントナイト

鉱床地域の接峯面図を作成してみたところ見事な程

に地滑り地形カミ浮き出て来た(第3図).図に見ら

れるように,調査地の北部には顕著な傾斜変換点が

東西に続いており,断層の存在を明瞭に示してい

る.この断層の南側では接峯面等高線の異常な脹ら

みや乱れが何箇所がに認められ,これは比較的新し

1992年9月号

写真4デリジェデレ北方の地滑り地形.赤色石灰質岩

からなる山地の手前には千枚田たらぬ千枚畑の

丘陵が続いている.

い時代の地滑りの跡を示すものと推定された(写真

4).またデリジェデレ渓谷の南側も傾斜300前後の

急崖が東西に続いており,これも断層によるものと

推定された.この断層と北部の断層との問は地溝状

になっている可能性カミある.更に注目されたのは中

央のアウノレテペを始めとする大小のドｰム地形であ

る.これらについては翌年の踏査で,アウノレテペは

新潮の流紋岩ドｰムである事が判明したが,南部の

カラクノレテベとアユテペでは予想が全く外れてい�
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た.カラクルテペの山頂には石灰岩の角礫が散在

し,付近にはベントナイトの採掘跡も見出された.

これから見ればカタクルテペは地滑り地塊と考えた

方がよい.しかLすぐ南に隣接するアユテペはそれ

だけで独立した丘陵を形成しており,石灰岩の破片

もなく構成岩石も弱い変質を受けた軽石凝灰岩など

であることから,地滑りで移動した地塊ではなく,

むしろ地滑りの活動に対するバリアとなった可能性

が大きいと推定された.

また西部のヨルュステユ付近には幾つかの小ドｰ

ムが点在するが,これらは時代未詳の黒雲母安山岩

からなることが確かめられた.この安山岩中の黒雲

母は針状を呈するのが特徴で,後述するようにベン

トナイト中にも針状の黒雲母が未変質のまま含まれ

ていることと関係があると考えられる.

5.2地滑り地塊そのもののベントナイト鉱床

このような地滑りをもたらした要因としては当然

ベントナイトの存在が考えられる.事実過去及び現

在のベントナイト採掘場は全て,この地滑り地歩の

上または末端に位置している1また現在の主力鉱床

であるアクトウムシュ,クズバアの採掘場を見る

と,鶯色のベントナイト粘土の中に砂岩層が垂直に一

突き立っていたり,赤っぽい砂層が不規則こ混じっ

ていたり,正に地滑り地塊そのものがベントナイト

鉱床である(写真5).粘土自体は針状の黒雲母や淡

赤色の斜長石粒を混じえるがほぽ均質･微粒で柔ら

かく争適度の粘りもあり正に良質のベントナイトと

言えそうである.しかし地滑りの影響で部分的に挟

雑物を多く含むのが問題であろうと思われた.

僅かな調査時間で新旧の採掘場で全部見て廻るの

は不可能であるし,またこんたに擾乱を受けた地塊

を一つ一つ調べるのは時間の無駄以外の何者でもな

い.そこで南側の高所を走る道路から予め見定めた

アクトウムシュ北東方の峡谷沿いの露頭で,ベント

ナイト層とその上の赤色砂質石灰岩の整合的な層序

関係がそのまま保存されている状況を確認し,まず

ベントナイト層の上限を確定する事が出来た(写真

6).更にこの石灰岩から採取した化石の破片の鑑

定を依頼したところ,アンモナイトの1種で白亜

紀後期のものとの結果を得た.有孔虫の鑑定結果も

同様である.この露頭の観察からベントナイト層の

厚さは少なくも10m以上と推定出来たが問題はそ

の下限である.これについては翌年の調査で,ペソ

写真5ベントナイト採掘場.ベントナイトの中に砂質

岩が全く乱雑に混在している.

写真6ベントナイトと上位の赤色石灰質岩(合アンモナ

イト)の整合的を関係を示す露頭.

トナイト層の上の石灰岩層がチデムリッキテペ付近

でデイサイトドｰムの上を覆っているのを確認し,

漸く人よその結論を得ることが出来た.このデイサ

イトは接峯面図では全く現われていないことからか

なり古い時代のものと推定される.アユテペの山麓

及び南側対岸の崖には同じデイサイトが露出してい

ることから,この付近ではデイサイトの上に凝灰質

岩層が乗っていることが予想出来る.第4図は以

上述べたような大まかな調査結果をもとに作成した

予想模式図である.

たったこれだけのデｰタから何か結論めいた事を

述べるのは難しいが,極めて大胆に推論を進めて見

ると次のような生成過程が可能な一つの予想として

浮かび上がって来る.

ベントナイト鉱床の母岩は白亜紀後期に堆積した

安山岩質の凝灰岩である.この母層となった凝灰質

の岩層は,基盤にテｰサイド溶岩などが分布する堆
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図渕瀞トを混える)周石灰岩面砂岩1頁岩

團驚貴ントナイト化)團凝灰質砂岩団デｰサイ/

第4図ベントナイト鉱床付近の模式断面図

積盆に堆積したもので,最上都付近に細粒の厚い凝

灰岩が形成された.凝灰岩が広範囲にしかも一様に

粘土化していることから,ベントナイトはこの凝灰

岩が堆積後続成変質を受けて生成されたものと思わ

れる.凝灰質岩層の堆積後広域にわたる海進があり

主として石灰岩及び砂岩からなる地層が堆積した.

大観模な構造運動が起こったのは中新世以降であ

り,北アナトリア断層の運動が活発になると共にこ

の付近の地層も変動を受け,ベントナイトが分布す

ることから大きな地滑りが誘発されたと推定され

る.地滑りにもみこまれた為にベントナイトの性質

に何らかの変化がもたらされた事も考えられるが,

この点は慎重な検討が必要であろう..

なお余談になるが,第1回の調査の後アリ君か

ら翌年以後の広域概査の方針について聞かれたの

で,空中写真または接峯面図によって地滑り地形を

探し,そこを重点的に調査することを勧めた.そし

て10万分の1地形図にグリッドを切って大まかな

接峯面図を作らせて見たところ,1ヵ所に明瞭な地

滑り地形を発見し,若干低品位ではあるが新しいベ

ントナイト鉱床を見つけることが出来た.その他対

象地域外で,住民からの情報で確認した鉱床もやは

り地滑り地帯に分布するものであったことを付言し

ておきたい.

岱.トルコのベントナイト鉱業

どころで最初にも述べた通り,トルコのベソトナ

1992年9月号

イドについては日本ではまだ殆ど知られていない.

それも当然であって,1960～70年代の前半迄はア

ナトリアの数ヵ所でごく小競模や採掘が行われてい

たに過ぎなかった.これは隣接するギリシャがアメ

リカに次ぐベントナイトの輸出国であるのに較べて

際立った対象をなしている.ここでは私の着任当初

にアリ君とダネル君がわざわざまとめてくれた資料

(IscanandIrkeg,i989)を参照しながら,私自身の

見聞も加えてトルコのベントナイト鉱業の概要を簡

単に御紹介することとする.

ベントナイト鉱床は大きく分けて,膨潤性の大き

ないわゆるベントナイトと,吸着能に優れた漂白土

に分類される.前者はボｰリング用泥水や鋳型の粘

結材に使用されるもので,後者は通常Caベントナ

イトを熱硫酸で活性化して石油や油脂の脱色精製に

利用される.しかしトルコで現在生産されている漂

白土の多くは白色度が高いところから白色ベントナｰ

イトと呼ばれ,無公害洗剤や製紙用フィラｰの原料

として近年急速に注目されるようになった資源であ

る.現在稼行されている主なベントナイト鉱床の産

状および粘土の特徴を第3表にまとめて示す.

トルコでは白亜紀後期以来火山活動が続いてお

り,しかも常に海域にくらべて陸域が広く発達して

いた.従って陸成ないし浅海成の凝灰質岩層が発達

しやすい環境が存在していた.このことが多数のベ

ントナイト鉱床の生成をもたらしたことは言うまで

もない.現在開発されている主要なベントナイト鉱

床は白亜紀後期あるいは中新世後期の地層に賦存す�
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第3表

トル=1の主要なベントナイト鉱床

県名�産地�ベントナイト鉱床のタイプ及び特徴�用途及び企業名

チャソクル�ki的㎞acibey�上部中新世の凝灰岩の変質したもの.NE-SW性の衝�試錐用,鋳物用

�Hisarcik�上断層に挾まれて産出.イｰルドは時に120bb1を示�KARAKAYA,SEYLAN

��す.�

アンカラ�Hangi1i�凝灰岩･砂岩･マｰルからたる上都中新統中に賦存.�MTAの試錐作業に使用.

��イｰルドは上質でも76bb1.�

�gam1idere地区�上部中新世の火砕岩質岩層中に賦存.膨潤性に乏しい�洗剤用.現在は開発準備

��が吸着性に富む.�中.

トカト�Resadiye�上部白亜系の安山岩質凝灰岩が変質したもの.膨潤性�試錐用だと.

��大.周辺各地にも分布.�SAMAS一

エディルネ�Enez�新世代の凝灰質岩層中に賦存.Caベントナイト質で�活性白土用.

��膨潤性に乏しい.�BENSAN

オルドウ�Unye�上部白亜系のテｰサイド質岩中に賦存.分布範囲も広�製紙充填材,活性白土用.

��く推定埋蔵量は5千万㌧に達する.吸着能が大きい.�KAYAg(SUDCH亙MIKA

���の系列)

キュタヒヤ�Bas6ren�新世代の凝灰質岩層中に賦存.白色度が高く,吸着能�一時自色ベントナイト用に

��に富む.�採掘.

��十一

るものであるが,今後の探査によって更に多くの鉱

床が発見される可能性が大きいと考えられる.そし

てトルコの場合,ベントナイトに対する国内産業か

らの需要が拡大することは早急には望めたいが,む

しろその質的な特徴を生かして国外市場ヘアブロｰ

チすることはこれまでの実績から見ても十分可能で

あろうと思われる.

7｡あとがき

この便りをほ凄書き終えて最後の見直しをしてい

る時に,エノレジソジャンでまたもM6.2の地震が発

生Lました.建築法の改善が遅れていた事もあっ

て,判明した死者の数だけで400人に近いという大

きた被害が出たことはよく御存知のことと思いま

す.本当に痛ましい限りですが,これがきっかけと

なってトルコでも地震災害に対する対策が早く確立

されることを願ってやみません.

参考文献

Birkan,O.andKa村a1,G.(1974):Geologica1Studyonthe

Resadiye1〕entonitedeposits,TokatProvince.MTAOpenイile

剥�������楮呵�楳栩

Iscan,A.a二ndIrkeg,T.て1989):BentonitedepositsinTurkey.

��獣物��㈵�

Kalyoncuog1u,A.,Yas虹,M.andKarabulut,A｡(1975):Detailed

surveyoη肋eResadiyebentonitedeposits.MTAOpenイile

剥�������楮呵�楳栩

加藤磧一(1983):北アナトリア地震紀行.地質ニュｰス,no.

㌴㈬���

加藤碩一(1984):北アナトリア断層(トルコ)東都地域の地震断層

について.地学雑誌,93,No.2(861),17-33｡

近藤三二(1981):ベントナイト関連製品の物性と応用,粘土科学,

21,1-13｡

日本粘土学会編(ユ987):粘土ハンドブック.技報堂刊.

吉岡敏稲･奥村晃史･Is㎜ailKusqu(1991):北アナトリア断層の

トレンチ発掘調査,地質ニュｰス,no.440,6問6.

亙UJIINoriy此i(1992):Lettersfromturkey(2)一Fau1ts,

1ands1idesandbentonite一.

〈受付:1992年5月7目〉

地質ニュｰス457号�


